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各 TOEIC-IP総得点層におけるリスニングスコアと
リーディングスコアの平均点の点数差に関する報告

有坂夏菜子*1

A Report on the Score Differences according to the 3 Total-score Groups of TOEIC-IP 

Tests between the Average Scores of the Listening Test and those of the Reading Test 

Kanako ARISAKA

In this paper I first divide the group of total scores of TOEIC-IP tests that students at Oyama Kosen gained from 
2011 to 2014 into three, that is, high score group, middle score group, and low score group. Then, in each score group I
calculate a score difference between the average score of the Listening Test and that of the Reading Test. It is found that 
the score difference of the middle score group is always larger than those of the other two groups, which I claim 
suggests that students who are thought to belong to the middle score class show more and faster improvement in their 
listening skills than in their reading skills.

KEYWORDS： TOEIC, institutional program（IP）, Listening Test, Reading Test, average scores, score 

difference 

１． まえがき

本稿は、平成26年に小山高専英語科教員が作成
した論文「GTEC及びTOEIC-IPの結果に見る、
過去3年間の小山高専生の平均点と受験者数の推
移」に触発され、作成したものである 1)。

これまでTOEIC指導を行ってきて、「TOEICで
高得点を取るためにはReadingの点数を上げなく
てはならない」ということや、「TOEICの点数を
上げるために学生が少し勉強すると、まず

Listeningの点数が上がる」ということには気づい
ていた。しかし、それはしっかりとした数値上の

裏付けがあるものではなかった。今回、小山高専

で平成23年度から平成26年度までに実施された
TOEICの「団体特別受験制度（以下 IPテスト）」
の試験成績データを使用し、年度ごとにTotalスコ
アを「450点以上」、「450点未満から 300点まで」、
「300点未満」の三層に分け、上記の経験上の認
識が妥当であるかどうかを検証するために調査を

行った。

ここでTOEICについて簡単に説明しておきた
い。TOEICとはTest of English for International 
Communicationの略称で、英語によるコミュニケ
ーション能力を幅広く評価する世界基準のテスト

であり、各自の英語能力のレベルを客観的に数
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で すものである。平成26年度の実績によれ 、

高専生は、「 テスト」で8,690 （平成25年
度は7,674 ）が受験しているのに し、IPテス
トでは15,780 （平成25年度は 16,364 ）が受

験している 2), 3)。

IPテストには、試験 、試験 が自 に

められ、 し は実施団体 当者がまとめて行

い、受験 が い一 、 の認 （Official Score 
Certificate）は発行されず、受験者 には「スコ

アレ ート」で点数を らされるという特 があ

る。それに し テストは、 まった で

的に実施され、 し は で行うことにな

っている 4)。

． と

「ま がき」でも たように、本稿を作成した

は「TOEICで高得点を取るためには、Reading
の点数を上げなくてはならない」ということや、

「TOEIC の点数を上げるために学生が少し勉強
すると、まず Listening の点数が上がる」という、
経験に基づいて得た 識の検証である。

 その経験的 識に基づくと、今回の調査の結果

として、以下の a, b 点が される。

(1) a. 英語基 力がある、または IPテストに す

る準 勉強を に がけていると 者が

る学生のListeningスコアとReadingスコアは
ど らとも びるため、そのスコア は英語

基 力がそれ どない、または準 勉強を

と どしていないと れる学生のListening
とReadingスコアの と 度になりやすい。

b. IPテストに する準 勉強を少しはしてい

る、または勉強をし めたと られる学生

の 、Listeningスコアから びる があ

る。したがってそのような学生のListeningス
コアとReadingスコアの は、英語基 力が

ある、または IPテストに する準 勉強を

に がけていると られる学生のスコア

より きくなる。また に、英語基 力が

それ どない、または準 勉強を と どし

ていないと れる学生のスコア より き

くなる。

 

(1)を検証するためのデータであるが、小山高専

で平成23年度から平成26年度までに実施された
IPテストの試験成績データを使用した。そしてそ
のデータのう Totalスコアに し、年度ごとの

Totalスコアを、(i)高得点層「450点以上」、(ii)
得点層「450点未満から300点まで」、(iii) 得点
層「300点未満」に分 した。その上で のよう

に た

(i) 高得点層に ると られるのは、英語基 力

がある、または IPテストに する準 勉強を が

けていると られる学生が取る得点である。

(ii) 得点層に ると られるのは、 IPテスト
に する準 勉強を少しはしている、または勉強

をし めたと られる学生が取る得点である。

(iii) 得点層に ると られるのは、英語基

力がそれ どない、または準 勉強を と どし

ていないと れる学生が取る得点である。

そして得点層ごとにListeningスコアとReadingス
コアの平均点を して た。

小山高専における平成23年度から平成 26年度
までの IPテストの実施実績は、以下の りである。

者 の IPテストを年2回、それ れ6
か7 と12 に実施した。一 、成績評

価の一 として、IPテストを 試験 に

「 用英語 」受 生 に 1回と、 試

験 に「英語 」と「 用英語 」の受 生

として1回で、 2回行った 1)。

で本 の IPテストの受験者 数として

す数 は、データを 的にまとめたものである。

、ある一 の学生が本 で IPテストを三回
受験した 、三 が IPテストを受験したとして
したものである。そしてListeningスコアと

Readingスコア、Totalスコアの平均点として す

数 についても、上記と なやり で 的に

した。

まず、(1)の が しいかどうかを検証するた

めに、本稿では として「英語力は ての 能

（skill）が ンス く成り って 成されてい

るはずであり、 に ンス く 上していくは

ずである。したがってListening力を するテス

トのスコアとReading力を するテストのスコ

アのそれ れがTotalスコアに める は、学生

がどの 度の英語力を っているか、または学生

がどのくらい準 勉強をしたかにかか らず、

ての得点層において 一 となるものである」

というように た。

で すが、ListeningスコアとReadingスコ
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アの平均点を した 、 的な らつきは

あるものの、基本的にはどの得点層においても

Listeningスコアの平均点の がReadingスコアの
平均点より ず点数が高くなるという結果が て

いる。

 もし の となる が しけれ 、上記

三つのどの得点層においても、IPテストの
Listeningスコアの平均点とReadingスコアの平均
点との点数 は、それ ど らないはずである。

したがって得点層によってListeningスコアと
Readingスコアの平均点の に いがあれ 、学

生の英語基 力の いによるか、もしくは準 勉

強の の いにより、Listening力を するテス

トのスコアとReading力を するテストのスコ

アのそれ れがTotalスコアに める が

ってくるということになる。このことは、 と

なる が しくないということにな う。

 そしてもし「450点未満から 300点まで」の
得点層に る学生のListeningスコアの平均点と
Readingスコアの平均点の点数 が、「450点以上」
の高得点層と「300点未満」の 得点層にそれ

れ る学生の点数 より きいなら 、(1)が し

いと できよう。

において、平成23年度から平成 26年度ま
での IPテストの試験成績データを、 のように

年度ごとに三層に分け、それ れの得点層におい

て されたListeningスコアの平均点とReading
スコアの平均点の を め、そこから 取れる

特 をあげていくことにする。

． と

 本 ではまず、平成23年度から平成 26年度ま
での IPテスト受験者数の推移を、「450点以上」
の高得点層と「450点未満から 300点まで」の
得点層と「300点未満」の 得点層の三層に分け、

に した。

1 各年度の得点層別受験者数の推移

受験者数は 少 にあるが、高得点層と 得

点層の 数は らないとい よう。

 ここで各年度における 学生 びに ン

ル 本 学生受験者の 数（ 数）について

触れておくことにする。平成 23年度は8 、平成

24年度は6 、平成25年度は 3 、平成26年度
は6 である。

 に、上記各年度 IPテストの得点層別の
Listeningスコアの平均点とReadingスコアの平均
点、さらにそれ れの平均点の点数 を一 に

したものを以下に す。

2 平成23年度の各得点層のListening、Reading
の平均点と、その点数

3 平成24年度の各得点層のListening、Reading
の平均点と、その点数

4 平成25年度の各得点層のListening、Reading
の平均点と、その点数

5 平成26年度の各得点層のListening、Reading
の平均点と、その点数

 そして に、得点層別のListeningスコアの平
均点とReadingスコアの平均点の点数 を、年度

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

～450 40 43 46 39

449～300 238 182 115 149

299～ 66 63 66 75

計 344 288 227 263

H23年度 Listening Reading L-R

～450 327.8 273.5 54.3

449～300 218 145.6 72.4

299～ 160.8 98.5 62.3

H24年度 Listening Reading L-R

～450 316.3 252 64.3

449～300 220.8 141.2 79.6

299～ 158 103.1 54.9

H25年度 Listening Reading L-R

～450 311.5 249.2 62.3

449～300 222.6 136.5 86.1

299～ 157.4 103 54.4

H26年度 Listening Reading L-R

～450 334.6 247.6 87

449～300 226.5 133.8 92.7

299～ 160.6 101.5 59.1
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ごとにまとめたのが 6である。

6 上記各年度の各得点層別Listening、Reading
の平均点の点数

6を見て分かるように、平成23年度から平成
26年度までの ての年度において、「450点未満か
ら300点まで」の 得点層に る学生のListening
スコアの平均点とReadingスコアの平均点の が

一 きくなっている。一 で、高得点層と 得

点層のListeningスコアの平均点とReadingスコア
の平均点の は らないとい るであ う。

 したがって2 で た、本稿で としてい

る 、つまり「英語力は ての 能が ン

ス く成り って 成されているはずであり、

に ンス く 上していくはずである。したが

ってListening力を するテストのスコアと

Reading力を するテストのスコアのそれ れ

がTotalスコアに める は、学生がどの 度の

英語力を っているか、または学生がどのくらい

準 勉強をしたかにかか らず、どの得点層でも

一 となる」という は しくなく、(1)
の が しいことが されたとい る う。

(1) a. 英語基 力がある、または IPテストに す

る準 勉強を に がけていると 者が

る学生のListeningスコアとReadingスコアは
ど らとも びるため、そのスコア は英語基

力がそれ どない、または準 勉強を と

どしていないと れる学生のListeningと
Readingスコアの と 度になりやすい。

b. IPテストに する準 勉強を少しはしてい

る、または勉強をし めたと られる学生の

、Listeningスコアから びる がある。

したがってそのような学生のListeningスコア
とReadingスコアの は、英語基 力がある、

または IPテストに する準 勉強を に が

けていると られる学生のスコア より

きくなる。また に、英語基 力がそれ ど

ない、または準 勉強を と どしていないと

れる学生のスコア より きくなる。

．

 では、な (1)のようなことが こるのであ う

か。一 の は、学生た の勉強 にあるので

はない うか。「IPテストに する準 勉強を

少しはしている、または勉強をし めたと ら

れる学生」がまず行うことが英単語や成 の学

や 記であることは に される。「とりあ

ず単語さ ておけ 」というのは、 から

をつけてよいのか分からない英語学 者がよく

にする である。

 英語を にしたとき、特に と に当たる

単語が き上がって こ ると る 本 が

いのではないかと れる。その の一つとし

て げられるのは、英語の文 を ときには、

の高 をつける けでなく、文 の と

に強 を いて があるからであ う。そ

して特別な を いて、 や は強く

まれない。

 当 のことではあるが、 の単語 では

と に くの が かれている。したがって

た英単語や成 の が れ 、Listeningに
おいては と が強く まれるため、 され

ている を しやすくなる。つまり語 など

を しく していなくても、 こ た単語、

でも特に と や成 の が分かれ 、

ではないかもしれないが、どのような なの

かについては に がつく。

 しかし、一般的に が強く まれることは

ないため、 文や 文のListeningの 、特に

や が く使 れているときなどは、

が しくなる も てくる。 ‘I 
will introduce to you Mr. John Brown（「 はあなたに、

ョン ンさ を します」）’という文
と、‘I will introduce you toMr. John Brown（「 はあ

なたを、 ョン ンさ します」）’
という文 では、 toの によって が

なってくる。

 そしてReading では、特に の にお

いて、 を め や 、that、
などが 用された 文を で、 を して

いるかを う が されている。したがって

と をある 度 た けでは、文 体

の を するのが しい が くなること

はいうまでもない。 

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

～450 54.3 64.3 62.3 87

449～300 72.4 79.6 86.1 92.7

299～ 62.3 54.9 54.4 59.1
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 またReading の では、単語の使い分け

などが れることがある。 ‘Nancy sang 
(   ).’ の (   ) に る な語を、‘ e uty  
beautifully / beautify / beautiful（「 しさ しく

しくする しい」）’ の から といっ

た である。これは、自 な をするために、

ある文 で とされる な語 を できる

かどうかを う である。英語を 語とする

者なら なく を るこのような に

できることは、すな 自 な ができる

ことを ることに がる。

「IPテストに する準 勉強を少しはしている、

または勉強をし めたと られる学生」の で、

このように「 」や「 本語 を ってい

る語 の や用 の い」に を う の

ある者はそう くないのではない うか。

これに し「英語基 力がある、または IPテス
トに する準 勉強を がけていると られる

学生」は、勉強を める で、 と けで

なく、 の の単語に しても 識的または

識のう に を いながら を めている

と られる。

そしてその 本語 を るのはも のこ

と、「 」や「 本語 を つ語 の や

用 の い」などにも できるようになると

られる。したがってListening けでなく、

Reading でもある 度の点数を取れるように

なるということは に できる。

．お に

本稿では、小山高専で平成 23年度から平成26
年度までに実施された IPテストの試験成績デー
タを使用し、年度ごとにTotalスコアを「450点以
上」、「450点未満から300点まで」、「300点未満」
の三層に分けた。

その上で、「450点以上」の点数を取れると
られる学生、つまり英語基 力がある、または IP
テストに する準 勉強を に がけていると

れる学生のListeningスコアとReadingスコアの
平均点の点数 は、「300点未満」の点数を取ると
される学生、つまり英語基 力がそれ どな

い、または準 勉強を と どしていないと

れる学生の点数 と 度となることが明らか

になった。そして「450点未満から 300点まで」

の点数を取っている学生、つまり IPテストに す

る準 勉強を少しはしている、またはテスト勉強

をし めたと られる学生の のListeningス
コアとReadingスコアの平均点の は、「450点以
上」や「300点未満」の得点を取っている学生た
の点数 より きいことが明らかになった。
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